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要 旨

本研究では言語聴覚士養成校に在籍する学生の実習期間中における心理的ストレス反応の継時的変化を捉え

ると共に，ストレスから立ち直る力の個人差について検討を行った．方法として，ストレス反応尺度およびレ

ジリエンス尺度を用い，臨床実習の前後に測定を行った．

対象は言語聴覚士養成校に在籍する学生 名であった．その結果，心理的ストレス反応の実習前後での変化

が認められた．実習後のストレス反応には低減がみられたが，レジリエンスの高い者ほど，実習後のストレス

反応は低減する傾向が認められた．

これらのことから，実習後の学内活動に取り組む上でも，レジリエンスの低い者のサポートが重要となるこ

とが示唆された．
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【はじめに】

臨床実習においてストレス反応を示す学生の中に

は，臨床実習が終わっても，高いストレス反応を示

す者がおり，実習前の状態への回復が遅い学生が存

在する．そうした学生が次の実習の準備や就職活動，

国家試験勉強などの課題へ取り組む際に，活動や意
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欲の低下，休みがちになるといった様子がみられる．

このように，実習後に特別な指導が必要となる学生

を把握する意味でも，実習終了後の学生のストレス

反応の個人差に注目することには意義があるだろ

う．

廣瀬ら ）は，臨床看護実習において，心理的スト

レス反応の中核をなす情動反応（抑うつ気分，不安，

怒り）は，実習期間中が高く，休みの期間や実習終

了後に低下し，実習期間中は自信喪失，無気力，絶

望が一貫して高いことを報告している．東嶋ら ）は，

心理的ストレス尺度（ ）と 性格検査，東大

式エゴグラム（ ）を用い，実習のストレスと性

格との関連について検討を行っている．その結果，

得点は実習開始時と比較すると，臨床実習を

経験することで得点が有意に低下することが示さ

れ，一部，そのような低下が見られなかった者につ

いては， 検査では情緒安定因子，エゴグラムで

は 得点との関連がみられたことを報告してい

る．

このように，学生が実習を経験するにつれて，実

習前のストレスが低減していくことが，先行研究で

一致してみられるが，その一方で，東嶋ら ）の指摘

に見られるように，実習前と比較し実習中も，不安

やストレスの低下がみられない学生が存在する．そ

れに加え，実習終了後においても，そうした不安や

ストレスが高いため，実習終了後の学習活動が停滞

する学生が一部に見られる．これと同様の結果は渡

部ら ）によっても報告されている．そうした現状を

ふまえると，単にストレスの高低のみに注目するの

ではなく，ストレスフルな出来事を経験した後，ネ

ガティブな心理状態から回復しているかどうかを調

べる視点も必要であると考えられる ）．

従来の臨床実習ストレスに関する研究では，スト

レス反応の低減については検討がなされてきたが，

その回復過程については十分な検討がなされていな

かった．回復過程に関連する概念にレジリエンス

（ ）がある．レジリエンスとは，困難な状況

下で心理状態がネガティブに陥っても，それを回復

できる個人の心理面における弾力性のことであ

り ），心理面の回復性に重点を置く概念である ）．

臨床実習中のストレス反応の低減に加え，回復性に

も焦点を当て，レジリエンスが実習生の精神的健康

にどのような影響を及ぼすのかについて検討を行っ

た研究では，高レジリエンス群の実習終了後の状況

特性不安検査（ ）の状況不安が低レジリエン

ス群よりも有意に低いことが明らかになった ）．

これまで，実習中のストレスに焦点を当てた多く

の研究では， ）が測定尺度として用いられて

きた ）．しかし，新名ら ）や鈴木ら ）は，心理

的ストレス反応として表現される不安感や抑うつ感

を測定する際には項目数が少なく容易に回答できる

やベック抑うつ尺度（ ）がしばしば用いら

れてきているが，多様なストレス反応の つの側面

しか測定することができないという問題点があると

指摘している．また，新名ら ）は個人が日常的に

示す様々なストレス反応を測定する際には，感情，

思考，行動の変化や，疾患の兆候となる比較的軽い

症状を含めた反応の変化をとらえることができる尺

度として の開発を行っており，鈴木ら ）は

比較的項目数が少なく，繰り返し測定に用いること

が可能な心理的ストレス反応尺度（ ）の尺度

の開発を行っている．これらのことをふまえると，

を用いることで学生の状況不安と特性不安の

実習前後の推移とレジリエンスとの関係について検

討することはできるが，実習終了後の活動や意欲の

低下，休みがちになるといった学生の様子と関係が

深いと考えられる無気力や抑うつなどのストレス反

応については検討することができないといえる．精

神的健康の指標として，実習中の学生の心理的な変

化を捉えるために新たなストレス反応尺度を用いる

ことは，実習後の活動や意欲の低下，休みがちにな

るといった様子とレジリエンスとの関係を捉える上

でも有効であると考えられる．

そこで本研究では，個人が日常的に示す様々な心

理的ストレスを測定する比較的軽い症状を含めた反

応の変化をとらえることができる尺度として心理的

ストレス反応尺度（ ） ）を用い，実習前後で

の学生のストレス反応を測定し，レジリエンスとの
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関連について検討を行うこととする．レジリエンス

の特質から，レジリエンスはストレス反応の抑制に

寄与するだろう．特にレジリエンスが高ければ，そ

うでない場合と比べ，実習のようなストレスフルな

出来事を経験した後，ネガティブな心理状態から回

復しているため，低いストレス反応を示すことが予

想される．

【方法】

．被調査者 被調査者は 県内の 年制私立専門

学校言語聴覚士養成課程に通い， 年次に臨床見

学実習， 年次に臨床実習 ， を履修した学生

のうち，本研究の主旨および質問紙への記入に同

意した 名（男性 名，女性 名）であった．

．調査期間 調査は短期実習前の平成 年 月か

ら長期実習終了後の平成 年 月までの間に 回

にわけて行われた．実習期間および調査時期の詳

細は表 ， に示す通りである．なお，調査時期

については第 回調査時期を 短期前 ，第 回

を 短期直前 ，第 回を 短期後 ，以下同様に

長期前 ， 長期中間 ， 長期後 と呼ぶことと

する．

．調査内容

） 実習生の心理的ストレス反応を測定

するため，鈴木ら ）が作成した心理的ストレス反

応尺度（ ）であり， 項目からなる（表 ）．

）精神的回復力尺度 ネガティブな出来事からの

立ち直りを導く心理的特性であるレジリエンスを測

定する尺度として小塩ら ）が尺度構成を行った精

神的回復力尺度を用いた．新奇性追求 感情調整

肯定的な未来志向 の つの下位尺度，計 項目

からなるものであり 段階で回答を求めた．

．手続き

合計 回の調査すべてにおいて実施されたのは，

である．また，精神的回復力の尺度は第

回目の調査とあわせて実施された．
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図 心理的ストレス反応の推移

表 調査回数および調査時期

第一回調査 短期実習開始 ヵ月前（短期前）

第二回調査 短期実習開始 日前（短期直前）

第三回調査 短期実習終了 日後（短期後）

第四回調査 長期実習 開始 日前（長期前）

第五回調査 長期実習 終了 日後かつ長期実習

開始 日前（長期中）

第六回調査 長期実習 終了 日後（長期後）

表 実習のスケジュール

週間 週間 週間 週間 週間

短期実習 長期実習 期 長期実習 期

帰学期間 帰学期間

表 鈴木ら ）による 尺度の項目例

．怒りっぽくなる。
．悲しい気分だ。
．何となく心配だ。
．怒りを感じる。
．泣きたい気持ちだ。
．感情を抑えられない。
．くやしい思いがする。
．不愉快だ。
．気持ちが沈んでいる。
．いらいらする。

いろいろなことに自信
がない。
何もかもいやだと思う。
よくないことを考える。
話や行動がまとまらな
い。
なぐさめて欲しい。
根気がない。
ひとりでいたい気分だ。
何かに集中できない。



．分析方法

精神的回復力尺度は小塩ら ）の尺度構成を，

については鈴木ら ）の尺度構成をもとに下

位尺度ごとに合計したものを尺度得点とした．それ

ぞれの尺度の信頼性係数の推定値算出には，クロン

バックの 係数を用いた．心理的ストレス反応の推

移については， 検定を用い，多重比較に

は 法を用いた．実習の各時期における，心

理的ストレス反応得点の群間差については，精神的

回復力の下位尺度ごとに平均得点よりも高い者を精

神的回復力の高群，低い者を低群とし，

検定を用いた．なお，本研究の統計学的

有意水準は全て ％未満とした．

【結果】

．尺度の検討 精神的回復力，

精神的回復力は小塩ら ）の尺度構成をもとに下

位尺度ごとに合計したものを尺度得点とした．信頼

性係数の推定値を算出したところ，新奇性追求

，感情調整 ，肯定的な未来志向 と

なり，信頼性が確認された．次に， につい

ては鈴木ら ）の尺度構成をもとに下位尺度ごとに

合計したものを尺度得点とした． は計 回

測定されたが，信頼性係数の推定値を算出したとこ

ろ，抑うつ・不安 ，不機嫌・怒り

，無気力 という結果が得られた．

．心理的ストレス反応の実習前後での変化につい

て

の抑うつ・不安は，カイ二乗値 ，有

意水準 ％で有意差が認められた．短期前，短期直

前，長期前は短期後と比較し， ％水準で有意に高

値を示した．短期直前，長期前は長期中間と比較し，

％水準で有意に高値を示した．不機嫌・怒りにつ

いては，カイ二乗値 ，有意水準 ％で有意差

が認められた．短期前，長期前が長期中間と比較し

て， ％水準で有意に高値を示した．無気力につい

ては，カイ二乗値 ，有意水準 ％で有意差が

認められた．短期前が短期後，長期中間と比較し ％

水準で有意に高値を示した．また，短期直前が短期

後，長期中間と比較し ％水準で有意に高値を示し

た．長期前も短期後，長期中間と比較し ％水準で，

長期後と比較し ％水準で有意に高値を示した．

以上の結果から，抑うつ・不安，無気力は，短期

直前，長期前に高まり，その後次第に低下していく

ことが示された．

．精神的回復力と心理的ストレス反応との関係に

ついて

精神的回復力と との関係について検討する

ため，まず，新奇性追求，感情調整，肯定的な未来

志向のそれぞれ下位尺度ごとに平均得点よりも高い

者を精神的回復力の高群，低い者を低群とし（表 ），

実習の各時期における， 得点の群間差を，

検定を用い，検討を行った（表 ，

）．その結果， との関係については，精神的

回復力のうち，新奇性追求の高群は， におけ

る長期中間の不機嫌・怒り，長期前の無気力が低群

よりも ％水準で有意に低いことが示された．感情

調整の高群は，短期直前の抑うつ・不安，無気力，

短期後の不機嫌・怒り，長期前の無気力が ％水準

で有意に低いことが示された．肯定的な未来志向の

高群は，短期直前の抑うつ・不安が ％水準で，不

機嫌・怒りが ％水準で，短期後の不機嫌・怒りが

％水準で，抑うつ・不安，無気力が ％水準で，

長期前の無気力が ％水準で，長期中間の抑うつ・

不安が ％水準で，不機嫌・怒り，無気力が ％水

準で，長期後の不機嫌・怒りが ％水準で，抑うつ・

不安，無気力が ％水準で，それぞれ低群と比較し

有意に高いことが示された（図 ， ， ）．
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表 各群における精神的回復力得点の平均値と標準偏差（ ）

高群 低群

新奇性追求 （ ） （ ）

感情調整 （ ） （ ）

肯定的な未来志向 （ ） （ ）



【考察】

本研究では，学生の臨床実習での心理的ストレス

反応の継時的変化について調査を行うとともに，実

習中および実習終了後の回復過程に着目し，レジリ

エンスの高低と実習中あるいは実習終了後の学生の

ストレス反応の個人差との関係について検討を行っ

た．その結果，言語聴覚士養成課程における臨床実

習ストレスの変化過程は，抑うつ・不安，無気力は，

短期直前，長期前に高まり，その後次第に低下して

いくことが示された．また，不機嫌・怒りは低値を

示したが，抑うつ・不安や無気力は比較的高い値を

示す結果が示された．それに加えて，抑うつ・不安
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表 精神的回復力の高低によるストレス反応

新奇性追求 感情調整 肯定的な未来志向
高群 低群 高群 低群 高群 低群
平均値平均値 値 値 平均値平均値 値 値 平均値平均値 値 値

抑うつ・不安
短期前
短期直前
短期後
長期前
長期中
長期後
人数

不機嫌・怒り
短期前
短期直前
短期後
長期前
長期中
長期後
人数

無気力
短期前
短期直前
短期後
長期前
長期中
長期後
人数

図 肯定的な未来志向の高低と
抑うつ・不安

図 肯定的な未来志向の高低と
不機嫌・怒り

図 肯定的な未来志向の高低と
無気力



や不機嫌・怒り，無気力の つのストレス反応が実

習後にどの程度高い水準にあるかは，精神的な回復

力の中でも，特に肯定的な未来志向がどの程度，心

理特性として高いかによって異なることが示され

た．すなわち，不安で脅威的な状況であっても先を

見通し，前向きな展望を持ち続けることが，実習後

の精神的な回復を導くために必要な要因であること

がわかった．

レジリエンスの概念に基づく健康教育プログラム

を実施し，そうした個人の特性を高めることができ

るのかついてはさらに研究を進める必要があるが，

臨床実習において生ずる様々な心理的ストレス反応

は，実習生側のストレスに対する対処能力だけで解

決する問題ではない．臨床指導者，あるいは養成校

の教員がいかに，今回の研究で明らかになった比較

的レジリエンスの低い学生に対して適切な指導が行

えているかも問われるべき問題であろう．看護実習

での学生の心理的ストレスについて検討を行った武

政 ）は，指導者や教員が十分な役割モデルを示し，

学生の不安感を取り除くことが必要であると述べて

おり，実習終了後の状況不安の減少は，実習中に十

分なモデルを示され，理解できた結果であると推測

している．その具体的中身にまでは言及されていな

いが，指導者の行動レベルでの分析も必要となるだ

ろう．例えば加藤 ）は，臨床実習中のレポート作

成・提出，治療行動場面において，学生に対する実

習指導者による後続刺激の中でも，嫌悪刺激として，

あまり見てくれない ， 怒られたり怖い口調で指

導を受けた ， 鋭い目つきでみられた といった内

容を学生が実習終了後に想起したことを報告してい

る．こうした嫌悪刺激に実習生が集中的にさらされ

続ければ，不適応的な反応が生じ，高い緊張や不安，

混乱といった感情を抱くことが予想される．

本研究の結果，実習後にストレスがどの程度高い

水準にあるかは，精神的な回復力の中でも，特に肯

定的な未来志向が心理特性としてどの程度高いかに

よって異なることが示されたことから，先に述べた

ような嫌悪刺激の提示を控えるのは当然として，指

導者には，学生にとって実習の見通しがつきやすく

なるよう明確な到達目標の共有，課題設定の柔軟性

の発揮，実習生の自己改善への手かがりの提供と

いった，学生が先を見通し，前向きな展望を持ち続

けることを援助するような行動が予防的な介入の

つとして求められるといえるだろう．そうした介入

が低レジリエンス群に対してどのような効果を持つ

のかについて今後詳細な検討が必要である．
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